
藤原宮第27次 (東面北門)の調査

(昭和54年 9月 ～昭和55年 3月 )

この調査 は,主 として藤原宮東面北門の位置及び規模 と二条大路計画線の確

認を目的 として実施 した。調査地は藤原宮大極殿の北東約 500碗 にあたり,昨

年度おこな った第24次 調査地に北接す る。第24次 調査では,藤原宮東面大垣 と

その内濠・ 外濠などを確認 した。また,外濠の東に「伎舎」あるいは「厩亭」

とも推定 される南北棟建物を検出 したが,桁行の規模 については,今年度の調

査にもちこされた。 このよ うな成果に基づき,南北52η ,東西54陀 の範囲で発

掘区を設定 し,第 27次 調査を実施 した。

検出 した遺構 は,藤原宮以前,藤原宮期 ,藤原宮廃絶後,そ の他に大別でき

る。以下,調査の主たる目的である藤原宮期の遺構 について説明 し,つ いで ,

藤原宮期前後等の遺構の概略を述べ ることにす る。

藤原宮期の遺構  藤原宮期の遺構 には,藤原宮東面北門 S B 2500,同東面

大垣 SA 175,内濠 S D 2300,外濠 SD 170,建 物 S B 2290・ 2575・ 2576,溝 S

D2295,土 拡 S K 2580が ある。

東面北門 S B 2500は ,後 世に削平 された結果,基壇土,礎石などを全 くとど

めていないが,数 ケ所で残 っていた根石か ら,東 西 2間 ,南北 5間 の礎石建物

であることが判明 した。そのなかで, もっとも遺存状況のよい中央列南か ら 3

番 目の例では,径 ほぼ 1.5統 前後の不整円形の掘形が残 ってお り,そ のなかに

20～ 30 cπ 大の石がつまっていた。なお,北面中門 (第 18次調査)で み られたよ

うな,礎石裾え付け位置にのみ土を互層 につきかためた版築を施工す るとい う

基礎工法は認め られなか った。また,基壇の掘込み地業 もおこな っていない。

柱間寸法は果行,桁行 とも約 5.1碗 (17尺 )等間 とみ られ,そ の平面規模 は ,

藤原宮北面中門 ,平城宮朱雀門に一致す る。

東面大垣 SA 175は , 門の南側で 4間分,門 の北側で 1間分を検出 した。柱

掘形は,一辺約 1.597bの 方形で,深 さは約 1.2統 残 っている。門の南側では ,
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調査地全景 (西 から)

いずれ も柱を東方へ抜 き取 っているが,門 の北側では,柱 の抜き取 りが認め ら

れない。柱間寸法は,第 24次 調査の結果 と同様 , 2.66旬 (9尺 )等間 とみてよ

く,ま た,南北での門への取 り付 き部分 も 9尺 として矛盾 はない。

内濠 S D 2300は ,大垣 SA 175の 西約 12η に位置す る幅約 2.597b,深 さ約 0.8

紀の素掘 りの南北溝で,総長37窮 分を検出 した。濠の断面は逆台形で,堆積土

は 3層 にわかれ,第 1層 か らは瓦類 ,第 2層 か らは多量の上器類,第 3層 か ら

は瓦類・土器類が出上 した。木簡はごく少量出土 したにとどまる。なお,濠の

堆積上の うち第 1層 は,最終的に濠を埋め立てた土層 と考え られる。

掘立柱建物 S B 2575・ S B 2576は ,発掘区の西辺にかか った南北方向にな ら

ぶ柱穴列で,東西棟建物の東妻側柱列 と考え られる柱掘形の一部を検出 したに

とどまる。 S B 2575は 果行約 3.0統 等間,S B 2576は 異行約 2.477b等 間である。

S B 2576の 東南隅にあたる柱掘形 には礎板が残 っていた。これ らの建物は,東

面北門 (S B 2500)の 西で,内濠 よりも西側にあり,官衡地区の存在を予想 さ

せ る。 このほか,内濠の西には,土拡 S K 2580が ある。 SK 25801ま ,発掘区北

西隅でその一部を検出 したもので,東西約 35η ,南北約 2.2η の範囲を確認

した。深 さ 0.3η 足 らずが残 る浅い土拡である。藤原宮式軒丸瓦の破片を合む
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多量の瓦片を主に出上 した。宮造営に際 して生 じた廃材を投棄 したのであろう。

南北溝 S D 2295は ,大垣 SD 175の 東方約 11.2統 に位置す る素掘 りの南北溝

である。幅約 0.6統 ,深 さ約 0,7旬 の規模を もち,断 面はU字形を呈する。南

の方が畦畔にかか るため,検出 しえた長 さは27乳 分である。

外濠 SD 1701よ ,大垣 SA 175の 東方約20統 にある素掘 りの南北溝で ,幅約 5.

5れ ,深 さ約 1.2η の規模を有す る。総長50乳 分を検出 した。なお,第 18次調

査で検 出された橋脚のような施設は認め られなか った。濠 は,断面逆台形を呈

し,堆 積土は 4層 にわかれる。第 1層 か らは少量の上器片 ,第 2層 か らは軒瓦

を含む大量の瓦類 ,第 3層 か らは木簡をは じめとす る木屑のほか瓦類・土器類,

第 4層 か らは瓦類及び木屑が主 として出上 した。外濠か ら出上 した土器類の量

は少ないが,瓦類は大量 に出土 した。また濠堆積上の第 1層 は,内濠 と同様 ,

―
S,669Ю

SD170  SB2290 1
W16αЮ

藤原宮第27次調査遺構配置図 (1:500)

ＮＡ

　　　　「
II― ::

…゙  む

0° d

O

Ｏ
ＳＥ２５

SB250乳幣。朦:

w■孟虎F爾
θ
' 

つ】卜 壼|
占 0延

酔 。 。

。。 。 ttP SE
9 tl CI Ь〔ノ

。
  。

-12-

―――S166390



埋め立てた土層である。

掘立柱建物 S B 2290は ,第 24次調査で検出 した「伎舎」あるいは「厩亭」 と

も推定 される南北棟建物であり,今回の調査 により,桁行 7間 の規模 であるこ

とが明 らかにな った。柱掘形は,一辺 1.0～ 1.2統 のほぼ方形で,深 さ約 0.5

純を残す。なお,柱 間寸法は,梁 行 2.1紀 等間,桁行では,南 3間 が 1.8乳 等

間,北 4間 が 2.1碗 等間 と考え られる。

藤原宮以前の遺構  藤原宮以前の遺構のなかで,宮造営直前の主な ものに

は三条大路計画線 と掘立柱建物 1が ある。東西道路 S F 2400は 三条大路計画線

で, 2条の東西溝 S D 2550・ 2555は ,そ の南北の側溝である。南側溝 S D 2550

は,幅 1.lη 前後,土層観察によれば深 さは約 03縮 の素掘 りの溝である。内

濠 と外濠の間で総長25η 分を検出 した。北側溝 S D 2555は ,幅 1.2統 前後,土

層観察によれば深 さ 03紀 た らずの素掘 りの溝である。外濠の東では部分的に

しか残 っていないが,そ れを含めて総長47碗 分を検出 した。両溝の心々距離は

約 9η (3丈 ),三条大路路面幅は約 7.897bと な り,第 25次 調査 (本概報 )の 結

果 とほぼ一致す る。なお,三条大路計画線の位置は ,

北側溝  X=-166,293,5

南側溝 X=-166,302,5

Y=-16,960,0

Y=-16,960,0

である。

掘立柱建物 S B 2505は ,外濠の東,掘立柱建物 S B 2290の 北東にある南北棟

建物で,建物方位は北で西に 3° 40/偏 している。柱間は梁行が 2間 (1.7乳 等間)

桁行は,東側が 3間 (1.6η 等間),西側が 2間 (2.4統等間)で ある。南西隅

柱の柱抜き取 り穴か ら藤原宮期の上師器甕 ,韓竃が出土 した。

古墳時代の遺構 としては溝 1が ある。斜行溝 S D 2525は ,大路北側溝 S D 25

55の 北を流れる溝で,外濠 より西方で25統 分を検出 した。畦畔北壁の上層観察

により, さらに北西に続 くことが知 られるが,外濠の東方では検出されなか っ

た。幅 1.2η 前後,深 さ約 0.4η の規模を もつ古墳時代前期の溝である。溝底

の レベルにほとんど差が認め られないため,流 れの方向は不明である。

藤原宮廃絶後の遺構  藤原宮廃絶後の遺構 には,建物 1,塀 2,井戸 3,土
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拡多数がある。それ らは宮廃絶直後の もの と平安時代以降の もの とに大別でき

る。まず,宮廃絶直後 と考え られる遺構 について述べ ることにす る。掘立柱塀

S A 2520は ,北門東側柱列 と外濠心のほぼ中間にある南北方向の塀である。 ほ

ぼ中央で畦畔にかか っているが, 6間分を検出 した。柱間寸法は 1.8碗 等間で,

北か ら 3番 目の柱掘形の底には,軒丸瓦6275Aを 含む瓦が敷かれていた。方位

は北でわずかに東に偏 している。土拡 S K 2565。 2573は ,西側の部分が内濠 に

かか る土拡である。土拡2565は ,東 西約 1用 ,南北約 0.997bの 浅い土拡で瓦片

を出上 した。土拡 SK 2573は ,東西約 27乳 ,南北約 1.8碗 ,深 さ約 0.9れ の

長方形の上 1/Aで ,藤原宮式軒丸瓦を含む瓦類 と少量の上器片を出上 した。

平安時代の遺構では,建物 S B 2540が注 目される。 これは,北門 S B 2500に

重複す る異行 2間 ,桁行 4間 ,南側に廂が付 く東西棟建物である。柱掘形には,

柱痕跡をともな うもの と柱位置に小規模な礎石状の石を置 くもの とがある。柱

掘形の形をみると,身舎四隅では南北にやや長い長方形であるのに,他 はほぼ

方形か東西に長い長方形 とい う特徴がある。柱間寸法は,果行が 2.7紀 等間 ,

桁行が 2.85乳 等間である。廂は東西 5間 で,柱間寸法は 2.0～ 2.6η と不揃い

であるが,東西端の柱位.置 が,身舎の東西側柱列の延長線上に くる。廂の出は

3.8η である。建物方位は西で南に偏 している。西妻柱の柱掘形の埋土には黒

色土器が含まれていた。掘立柱塀 SA 2519は ,塀 S A 2520の 東 ,外濠の西岸に

接 してつ くられた南北方向の塀である。柱間寸法は 1.85駒 等間で, 4間 分を検

出 した。その方位は北でやや東に偏 しており,建物 S B 2540の 方位 とほば一致

す る。また,北端の柱掘形は,東端が一部外濠 にかか っている。

井戸 SE2510は ,建物 S B 2540の 南東,外

濠の西に位置 している。井戸掘形の一部が残

ってお り、それは 21縮 前後の方形であった

と推定 される。西寄 りに掘 られた井戸枠の抜

き取 り穴は,一辺 2.4乳 前後の隅丸方形を呈

す る。現存の深 さは約 1.4η である。側板 は

残 っていなか ったが,縦板組の井戸で,棧の
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長 さは約 1.2統 である。井戸枠内の底 には径 10師 前後の礫 を敷 いてお り,井戸

枠の外周には人頭大の石を配 して側板を固定 していた。瓦片 とともに黒色土器

を出土 した。

土拡 SK2527・ 2531・ 2548・ 2551は ,すべて,風化 した花南岩を投棄 した径

1.5η 前後の不整形な土拡で,重複関係か らみて,中 世の細溝 より新 しい。井

戸 S E 2552・ 2558も ,上述の上拡 と同様,時期の降 るものである。

そのほかに塀 2,井戸 2が ある。掘立柱塀 S A 2524は ,塀 S A 2520の 北にあ

る東西塀である。柱間寸法は 2.6乳 等間で, 2間分を検出 した。掘立柱塀 SA
2563は ,内 濠の東,大路北側溝 S D 2555に 重複す る南北塀である。柱間寸法は

1,7乳 等間で, 2間分を検出 した。いずれ も所属時期は不明である。井戸 SE
2530は ,南 北溝 S D 2295に 一部 くいこんでつ くられた縦板組の井戸である。井

戸枠の抜 き取 り穴は,東西約 1.9統 ,南北約 1.6η の隅丸長方形である。底部

は,東西約 1.4駒 ,南北約 1.3η の隅丸方形を呈 し,深 さ約 1.4駒 が残 ってい

る。側板の一部が残 ってお り,井戸枠の内法は,一辺 0.9乳 前後 と推定される。

井戸 S E 2535は ,建物 S B 2540の 廂の柱掘形が重なっている井戸で,井戸枠の

抜 き取 りは,東西約 1.3阿 ,南北約 1.7駒 の不整形な楕 円形 の掘形を もつ。底

部は一辺約 0997bの隅丸方形を呈 し,深 さ約 1.5旬 の縦板組の井戸であ る。井

戸側板の一部 と桟が残 ってお り,内 法一辺約 0,7紀 である。土師器 ,須恵器 ,

土馬等が出上 した。建物 S B 2540よ り古 く,出 土遺物は藤原宮期 に属す るが ,

北門の南東に接 して位置する点などか ら,今後に問題を残す。

出土遺物  出土 した主な遺物は,土器 。瓦・木簡であ り,そ れ らの大半は ,

内濠 と外濠か らの出上である。土器には,内濠 S D 2300出 土の上師器・須恵器

と井戸 S E 2510か ら出土 した黒色土器などがある。内濠出上の上器は,大勢 と

して,第 24次調査の結果 と同様の傾向を示 している。黒色土器は 9世紀代の も

のである。また,墨書土器 には,「醤」「麦区」などの文字の認玲 られるもの

がある。 Cの ほか,製塩土器,土馬などが出土 している。

瓦には軒丸瓦,軒平瓦 ,鬼瓦,戻斗瓦,丸瓦,平瓦がある。軒瓦は総数 367

点にのば り,そ の うち,内濠 ,外濠か らの出土点数は 343点 である。軒丸瓦は
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S E 2510出 土土器実測図

15型式 169点 (内 濠 9型式37点 ,外濠 13型 式 132点 ),軒 平瓦 は14型 式 174点

(内濠 10型 式24点 ,外濠 13型 式 150点 )を数える。型式 としては,軒 丸瓦 6274

Aa,6276C,6279B,軒 平瓦6646C,6647Cが 目立つ。 これ らの出土地点を検

当す ると,そ の多 くが外濠で且つ北門の東方にあたっている。特に北門の東方

に限 ると,先の軒丸瓦の 3型式,軒 平瓦の 2型式で,そ れぞれ出上総点数の 8

割以上を占めている。 この点か ら,上述 したような軒丸瓦の出土状況は,北門所

用軒瓦の組み合わせを考える上で考慮 しなければな らない。その反面,鬼瓦で

は,外濠か ら第24次 調査で出上 した二重弧文鬼瓦の同一個体片がい くつか出土

し,こ の鬼瓦は,外濠の南北約60紀 の範囲にわたって散在 していたことになる。

木簡は,ほ とんどが外濠か らの出上で,内濠か らは 2点 出上 したにすぎない。

総点数 880点 にのぼるが ,記載内容には,こ れ といって際だ った特徴はみ られ

ない。注 目すべきものとしては,「少子部門 Jと 「建部門」名を記 した木簡が

ある。「少子部門」は宮城門 としては じめて知 られた門号である。 2つ の門号

のどち らかが東面北門名になるか否か,今 の ところ決定できない。年記のある

もの としては,「和銅元年」あるいは「□銅元年」があ り,荷札がすべて郡表

記であること,官司名 ,位階記載などか らみて も,大宝元年 (701年 )以後の

もので,今 回出上の木簡は,藤原宮時代のなかで も比較的新 しいものである。

ほかに「備前国」を「備道前国」という古様の書き方で記 した ものや,蓮 華 と人

物の墨画があり興味深い。以下,主要な ものの釈文を掲げてお く。詳細 につい
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ては,『飛鳥藤原宮発掘調査出土木簡概報』 (五 )(昭 和55年 )を参照 されたい。

以上述べてきたように,東面北門を中心 とす る今回の調査では,東面北門の

位置及び規模を明 らかにす るとともに,宮造営に先立 って施工 された三条大路

計画線 も確認 した。また,木筒か ら藤原宮東面門の 1つ に「少子部門」がある

ことが判明 した。加 えて,建物 S B 2575。 2576は ,東方官衝地区の一画を占め

る建物 にな る可能性 もあ り,今後,門 の西側の地域での調査 に期待がかけられ

る。また,建物 S B 2505の ように北で西に偏す る建物方位を もつ ものが藤原宮

以前 ,建物 S B 2540,塀 SA 2520の ように北で東に偏す る方位を もつ ものが藤

原宮廃絶後であることが明 らかにな った。特に建物 S B 2540は ,井戸 SE 2510

をともな うと考え られ,そ の時期 は 9世紀を下限 とす ることが確かめ られた。
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司
正
□
麻
□

・
□
□
□
□
□
□
□

・膵
酔
瑚
ゴ
職
解

・
□
□
□
　
　
　
日
□
□
□
日
――
□

〔阿
力
〕

大
初
位
下
□
口

上
多
治

。

「
Ｌ
町
庶
呂
」
□
多
治
比
阿
岐
連
牧
夫

１０

・
少
子
部
門
衛
士
□

・
浮
冷
斉
　
　
〔門
力
〕

足
部
□

Ｈ
　
□
大
殿
□
□

‐２

・
南
細
殿
　
□

●

　

□

日
日
□

‐３

・
□
衛
士
四
人

　

　

〔嶋
と

⌒馬
人
豊
□□

‐４

・
各
道
前
国
勝
間
田
郡

・鴨
里
咽
網
初
剛

‐５

。
大
伯
郡
長
沼
里

・
縣
使
部
加
比
俵

‐６
　
津
刀
里
津
守
連
日

‐７
　
参
河
国
波
豆
郡
矢
田
里
白
髪
部
小
□
□

‐８

・
安
藝
国
安
藝
郡
□
里

・
巷届
送
　
　
〔名
代
力
〕

側
部
□
□
調
塩
三
斗

□  造
少 木
初 豊
位 処

上ヒ
橘
連
建
麻
呂

6    5

謹^織
□身 部
造
ψ

司
酒 解
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